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▼
子
育
て
世
帯
生
活
支
援

	

特
別
給
付
金
を
支
給
し
ま
す（
国
の
制
度
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
が
長
期
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
令

和
３
年
３
月
31
日
に
お
い
て
18
歳
未
満

の
お
子
さ
ん（
障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん

の
場
合
は
20
歳
未
満
）を
養
育
し
、
次

の
支
給
要
件
を
満
た
す
保
護
者
の
方
に

給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

◆
支
給
要
件

ひ
と
り
親
世
帯
分（
①
か
ら
③
）

①
令
和
３
年
４
月
分
の
児
童
扶
養
手
当

受
給
者
の
方（
支
給
済
）

②
公
的
年
金
等
を
受
給
し
て
お
り
、
児

童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
な

い
方

③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
を
受
け
て
家
計
が
急
変
し
収
入
が

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方

と
同
じ
水
準
と
な
っ
て
い
る
方

そ
の
他
世
帯
分（
④
か
ら
⑤
）

④
令
和
３
年
４
月
分
の
児
童
手
当
ま
た

は
特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給
者（
令

和
３
年
４
月
以
降
出
生
等
に
よ
り
新

規
に
受
給
認
定
さ
れ
た
場
合
も
対

象
）の
方
で
令
和
３
年
度
の
住
民
税

が
非
課
税
の
方

⑤
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
家
計
が
急
変
し
収
入
が
住

民
税
非
課
税
相
当
に
下
が
っ
た
方

▼
受
給
方
法
等

　
①
④
に
該
当
す
る
方
は
申
請
不
要
で

す
。

　
②
③
⑤
に
該
当
す
る
方
は
申
請
が
必

要
で
す（
令
和
４
年
２
月
28
日
㈪
締

切
）。

◆
支
給
額

　
子
ど
も
１
人
当
た
り
５
万
円

◆
そ
の
他

ひ
と
り
親
世
帯
分
と
そ
の
他
世
帯
分

の
二
重
受
給
は
で
き
ま
せ
ん
。
詳
細
に

つ
い
て
は
子
育
て
支
援
課
に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

T　
子
育
て
支
援
課
�

☎
０
４
７
５（
８
０
）２
６
３
１

T　東京オリンピック・
　　パラリンピック戦略推進室
　　☎0475（80）1633

T　東京オリンピック・パラリンピック戦略推進室
　　☎0475（80）1633

７月に予定していた東京2020オリ
ンピック・パラリンピックに向けたス
リランカ選手団の事前キャンプは、新
型コロナウイルス感染症に係る安全
上の理由のため中止となりました。
スリランカ選手団は市内での事前
キャンプは実施せず、直接選手村に入
村することとなります。事前キャンプ
は中止となりましたが、スリランカの
ホストタウンとして引き続き交流を継
続していきます。

東京2020オリンピックのサーフィン競技が一宮町で開
催されることから、千葉県では「おもてなしＣＨＩＢＡプロ
ジェクトｉｎ九十九里・外房～ビーチ☆クリーン☆キャン
ペーン東京2020～」を実施しています。
山武市では、６月６日㈰に本須賀波乗り倶楽部主催の

ビーチクリーンと共催で、本須賀海岸のビーチクリーンを
実施しました。

スリランカ選手団事前キャンプ
が中止となりました

ビーチクリーンを実施しました！



6広報さんむ
2021.7月

行政からの
お知らせ

information

　市の財政状況をよりよく理解していただくため、統一的な基準に基づいて、４つの財務書類を作成しました。

①	貸借対照表（バランスシート）
　貸借対照表は会計年度末時点において市の資産と、その資産をどのよ
うな財源（負債・純資産）で賄ってきたかを一目で分かるようにしたもので
す。左側に資産を表示し、右側に負債および資産と負債の差額である純資
産を表示しています。

④	資金収支計算書
　現金の流れを示すものです。その収
支を性質に応じて区分して表示するこ
とで、市がどのような活動に資金を必
要としているかを表示しています。

③	純資産変動計算書
　市の純資産（資産から負債を引
いた残り）が年度内にどのように増
減したかを明らかにするものです。
総額としての純資産の変動に加
え、それがどのような財源や要因
で増減したかの情報を表示してい
ます。

市の資産と負債の状況
①住民１人当たりの資産と負債残高
　　　資産　157万円　　負債　46万円
　（令和2年3月31日現在人口50905人）
②純資産比率　　70.5%
　　（今までの世代で負担済分）
　社会資本に対する、現在までの世代がすでに負担してい
る割合（社会資本形成の世代間比率）【純資産／総資産】

③資産老朽化比率　　57.4%
　　（資産の老朽割合）
　償却資産の耐用年数に対して、取得からどの程度経過し
ているか把握する割合【減価償却累計額／取得価額】
　　償却資産取得価額等：　992億7675万円
　　減価償却累計額：　　　569億4156万円
④負債比率　　41.9%
　　（純資産に対する負債の割合）
　この比率が低いほど財政状況が健全であることを示します。

②	行政コスト計算書
　市の経常的な活動に伴うコストと使
用料・手数料等の収入を示すものです。
従来の官庁会計では捕捉できなかった
減価償却費など非現金コストについて
も計上しています。経常費用合計から
経常収益合計を差し引いたものが当該
年度の純経常行政コストとなります。

令和元年度末の全体財務書類

T　財政課　　☎0475（80）1121

前年度末資金残高（繰越金） 12億9108万円
本年度資金収支額 8億6013万円

1 業務活動収支
税収、国県等補助金、人件費など 29億634万円

2
投資活動収支
公共施設等整備費支出、国県等補
助金など

△18億15万円

3 財務活動収支
地方債等発行、償還など △2億4606万円

本年度末歳計外現金残高（預り金） 1億7518万円
本年度末資金残高（来年度繰越金） 23億2638万円

前年度末純資産残高 540億2478万円

本年度変動高 23億1278万円

　△純行政コスト △169億7672万円

　財源
　（市税、地方交付税、
　国・県補助金）

192億7202万円

　資産形成への充当 1748万円
　その他 0円
本年度末純資産残高 563億3757万円

資産の部（これまで積み上げてきた資産） 負債の部（将来世代が負担する金額）

１
固
定
資
産

（1）事業用資産
庁舎、学校、こども園、体育館、
公民館、市営住宅など

288億7921万円 １
固
定
負
債

（1）地方債 172億5902万円

（2）退職手当引当金 36億569万円

（2）インフラ資産
道路、公園、橋梁、上水道など 246億2661万円

（3）その他の固定負債 4455万円

２
流
動
負
債

（1）賞与等引当金 2億3077万円
（3）物品、ソフトウェアなど 4億8963万円

（2）その他の流動負債 24億7829万円
（4）投資その他の資産 169億1648万円

負債合計 236億1831万円
２
流
動
資
産

（1）現金預金 23億2638万円 純資産の部（現在までの世代が負担した金額）

（2）基金、未収金など 67億1757万円 純資産合計 563億3757万円

資産合計 799億5588万円 負債および純資産合計 799億5588万円

経常費用 179億9311万円
人件費
人件費、退職手当引当金繰入など 38億5742万円

物件費等
物件費、減価償却費、維持補修費など 57億2188万円

その他の業務費用
支払利息など 2億6877万円

移転費用
補助金等、社会保障給付、他会計への支出など 81億4505万円

経常収益 13億6043万円
純経常行政コスト
（経常費用－経常収益） 166億3268万円

臨時損失　災害復旧費など 3億4403万円
臨時利益　資産売却益など 0円
純行政コスト
（純経常行政コスト＋臨時損失－臨時利益） 169億7672万円

※表中、表示単位未満は四捨五入のため合計が一致しない場合があります。
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風
し
ん
緊
急
対
策
！

	
抗
体
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

	風
し
ん
は
、
免
疫
の
な
い
女
性
が
妊

娠
中
に
感
染
す
る
と
胎
児
に「
先
天
性

風
し
ん
症
候
群
」と
い
う
病
気
を
起
こ

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

国
で
は「
早
期
に
先
天
性
風
し
ん
症
候

群
の
発
生
を
な
く
す
と
と
も
に
、
風
疹

の
排
除
を
達
成
す
る
こ
と
」を
目
標
と
し

て
緊
急
対
策
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

２
つ
の
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
対
象

の
方
は
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
ず

は
抗
体
検
査
か
ら
受
け
ま
し
ょ
う
。
そ

の
結
果
、
抗
体
価
が
低
い
・
な
い
と
さ

れ
た
方
は
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

◆
昭
和
37
年
４
月
２
日
～
昭
和
54
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
の
方
へ

対
象
者　
山
武
市
の
住
民
基
本
台
帳
に

記
録
さ
れ
て
い
る
昭
和
37
年
４
月
２

日
か
ら
昭
和
54
年
４
月
１
日
の
間
に

生
ま
れ
た
男
性
の
方

受
診
方
法
等　
市
で
発
行
す
る
ク
ー
ポ

ン
券
を
使
用
し
、
事
業
実
施
医
療
機

関
等
で
無
料
で
受
診
で
き
ま
す
。
ま

ず
は
抗
体
検
査
か
ら
受
け
ま
し
ょ

う
。
予
防
接
種
が
必
要
と
な
っ
た
場

合
は
必
ず
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

◆
抗
体
検
査
は
、
市
で
実
施
す
る
特
定

健
診
の
会
場
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

ク
ー
ポ
ン
券
は
、
全
対
象
者
へ
郵
送

済
み
で
す
が
、
紛
失
等
発
行
を
希
望
す

る
場
合
は
、
健
康
支
援
課（
成
東
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
無
料
で
受
け
ら
れ
る
の
は
、
令
和

４
年
３
月
31
日
ま
で
の
１
度
き
り
の

チ
ャ
ン
ス
で
す
。

妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
と

	

そ
の
同
居
者
の
方
へ

千
葉
県
で
は
、
妊
娠
を
希
望
す
る
女

性
の
方
な
ど
に
無
料
で
抗
体
検
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
で
は
県
実

施
の
抗
体
検
査
に
お
い
て
抗
体
価
が
低

い
と
さ
れ
た
方
を
対
象
に
ワ
ク
チ
ン
接

種
費
用
の
一
部
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

助
成
対
象
者　
山
武
市
の
住
民
基
本
台

帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
方
で
、
令
和
３

年
４
月
１
日
以
降
に
千
葉
県
風
し
ん

抗
体
検
査
を
受
け
、
陰
性
ま
た
は
抗

体
価
が
低
い（
Ｈ
Ｉ
法
で
32
倍
未
満
、

Ｅ
Ｉ
Ａ（
Ｉｇ
Ｇ
）法
８・０
未
満
）と
判

定
さ
れ
、
令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で

に
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
方

助
成
額　

　

麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

（
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
）�

�

５
０
０
０
円

　
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン　
　
３
０
０
０
円

※
接
種
費
用
が
助
成
額
を
下
回
る
場
合

　
は
接
種
費
用
を
上
限
と
し
ま
す
。

申
請
方
法　
健
康
支
援
課（
成
東
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）に
必
要
書
類
な

ど
を
ご
持
参
の
う
え
、
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

必
要
書
類
な
ど

・
申
請
書
兼
請
求
書（
健
康
支
援
課
窓

　
口
に
あ
り
ま
す
。）

・
千
葉
県
風
し
ん
抗
体
検
査
申
込
票

「
本
人
検
査
結
果
」の
写
し

・
印
鑑

・
振
込
先
の
金
融
機
関
名
、
口
座
番
号

な
ど
が
わ
か
る
も
の

・
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
係
る
領
収

書
・
接
種
済
証
や
予
防
接
種
手
帳
の
写
し

な
ど
、
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
、
接
種
年

月
日
、
受
け
た
方
、
医
療
機
関
名
が

確
認
で
き
る
も
の

申
請
期
限　
令
和
４
年
３
月
31
日
㈭
午

後
３
時
ま
で

T　
健
康
支
援
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
７
１

令
和
３
年
度
の
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
の
額
が
決
定
し
ま
す

保
険
料
額
の
決
定
お
よ
び
納
付
方
法

に
つ
い
て
は
、
７
月
中
旬
以
降
に
郵
送

で
各
被
保
険
者
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
特
別
徴
収（
年
金
天
引
き
）か
ら
口
座

振
替
に
変
更
で
き
ま
す

特
別
徴
収
の
方
は
手
続
き
に
よ
り
、

納
付
方
法
を
口
座
振
替
に
変
更
で
き
ま

す
。
金
融
機
関
ま
た
は
市
役
所
※
で
の

口
座
振
替
申
込
後
に
、
納
付
方
法
変
更

申
出
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
変
更
に

は
３
カ
月
以
上
か
か
り
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

※
市
役
所
で
の
申
し
込
み
の
際
は
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

T　
国
保
年
金
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
４
２

�
歳
以
上
の
方
に「
介
護
保
険
料
額

決
定
通
知
書
」を
お
送
り
し
ま
す

介
護
保
険
は
、
介
護
が
必
要
に
な
っ

た
と
き
に
、
本
人
負
担
１
割（
一
定
以

上
所
得
者
は
２
割
※
）で
介
護
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
る
制
度
で
す
。

65
歳
以
上
の
方
の
保
険
料
の
基
準
額

は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な
費
用
や

65
歳
以
上
の
方
の
人
口
の
見
込
み
な
ど

を
も
と
に
、
３
年（
第
８
期
介
護
保
険

計
画
：
令
和
３
～
５
年
度
）ご
と
に
改

定
さ
れ
ま
す
。

詳
細
は
７
月
中
旬
に
送
付
予
定
の
通

知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

（
※
特
に
所
得
の
高
い
現
役
世
代
並

み
所
得
者
は
３
割
）

T　
高
齢
者
福
祉
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）２
６
４
１

　健康・福
祉
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被
保
険
者
証
の
一
斉
更
新

国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
被
保
険
者
証（
保
険
証
）の

有
効
期
限
は
７
月
31
日
で
す
。

新
し
い
被
保
険
者
証
は
７
月
中
旬
以

降
、
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。

な
お
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
職

場
の
健
康
保
険
等
に
加
入
し
た
場
合

は
、
喪
失
の
届
出
が
必
要
で
す
。
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
証
、
職
場
の
健
康

保
険
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
ま

た
は
通
知
カ
ー
ド
等
）を
お
持
ち
の
う

え
、
市
役
所
国
保
年
金
課
ま
た
は
各
出

張
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

T　
国
保
年
金
課

　
国
民
健
康
保
険
は

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
４
３

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
４
２

児
童
相
談
所
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
の
無
料
化
つ
い
て

７
月
１
日
よ
り
児
童
相
談
所
相
談
専

用
ダ
イ
ヤ
ル
の
通
話
料
金
が
無
料
化
さ

れ
ま
す
。児
童
相
談
所
は
、都
道
府
県
、

指
定
都
市
等
が
設
置
す
る
専
門
の
相
談

機
関
で
す
。
虐
待
の
相
談
以
外
に
も
子

ど
も
の
福
祉
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

T　
児
童
相
談
所
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

�

☎
０
１
２
０（
１
８
９
）７
８
３

子
ど
も
医
療
費

	

助
成
受
給
券
の
更
新

現
在
交
付
し

て
い
る
子
ど
も

医
療
費
助
成
受

給
券
の
有
効
期

限
は
７
月
31
日

で
す
。

新
し
い
受
給
券
は
７
月
末
に
郵
送
予

定
で
す
。申
請
時
に
登
録
し
た
内
容（
保

護
者
お
よ
び
子
ど
も
の
氏
名
・
住
所
・

医
療
保
険
証
等
）に
変
更
の
あ
っ
た
方

は
、
子
育
て
支
援
課
ま
た
は
各
出
張
所

で
変
更
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
子
ど
も
医
療
費
助
成
を
受
け
る
に
は

申
請
が
必
要
で
す
。

対
象
者　
０
歳
～
中
学
３
年
生
の
お
子

さ
ん

申
請
に
必
要
な
も
の　
印
鑑（
シ
ャ
チ

ハ
タ
等
自
動
印
不
可
）、
子
ど
も
の

健
康
保
険
証
、
保
護
者
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
わ
か
る
も
の

T　
子
育
て
支
援
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）２
６
３
１

児
童
扶
養
手
当
・
ひ
と
り
親
家
庭
等
医

療
費
等
助
成
の
現
況
届
等
が
必
要
で
す

◆
児
童
扶
養
手
当

現
在
、
児
童
扶
養
手
当
の
認
定
を
受

け
て
い
る
方（
支
給
停
止
中
の
方
を
含

む
）は
、現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

現
況
届
は
、
８
月
１
日
の
現
況
を
確

認
し
、
児
童
扶
養
手
当
を
引
き
続
き
受

け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。
提
出
が
な
い
場
合
は
、

⓫
月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
。
な
お
、
２
年
以
上
届
出
が

な
い
場
合
は
、
手
当
の
支
給
を
受
け
る

権
利
が
な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、手
当
支
給
開
始
か
ら
５
年（
ま

た
は
支
給
要
件
に
該
当
し
て
か
ら
７

年
）を
経
過
し
て
い
る
方
は
、「
児
童
扶

養
手
当
一
部
支
給
停
止
適
用
除
外
事
由

届
出
書
」お
よ
び
関
係
書
類
も
併
せ
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
届
出
が
必
要
な
方
に
は
、
７
月
末
に

届
出
書
等
を
郵
送
し
ま
す
。

◆
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
等
助
成

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
等
助
成
制

度
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
で
、
引
き
続

き
こ
の
制
度
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方

は
届
出
が
必
要
で
す
。

届
出
さ
れ
な
い
場
合
は
、
⓫
月
分
か

ら
の
助
成
制
度
を
利
用
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

※
こ
の
助
成
制
度
を
利
用
さ
れ
て
い
る

方
に
は
７
月
末
に
申
請
用
紙
を
郵
送

し
ま
す
。

提
出
期
間　
８
月
２
日
㈪
～
31
日
㈫

　
（
土
日
、
祝
日
を
除
く
）

休
日
受
付　
８
月
29
日
㈰　
午
前
９
時

～
午
後
５
時

T　
子
育
て
支
援
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）２
６
３
１

９
月
に
保
育
料
算
定
の
見
直
し

を
行
い
ま
す

当
年
度
分（
令
和
３
年
度
分
）の
市
民

税
額
に
基
づ
き
、
９
月
分
か
ら
３
月
分

の
保
育
料
算
定
を
見
直
し
ま
す
。

税
額
が
把
握
で
き
な
い
場
合（
未
申

告
の
場
合
含
む
）は
、
最
高
階
層
の
保

育
料
と
な
り
ま
す
。
申
告
が
お
済
み
で

な
い
方
は
、
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

T　
子
育
て
支
援
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）２
６
３
２

育
教・
て
育
子

楽器や教材が寄贈され
ました
一般財団法人藤本武弘育

英会から教育支援活動の一
環として、市内の中学校全
５校に対し総額 138 万円
相当の楽器や教材等の寄贈
がありました。市内の教育
活動に活用させていただき
ます。
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　 Child-nurturing    column

心
に
残
る
言
葉
と
出
会
う

私
は
、38
年
間
、中
学
校
の
国
語
の
教
師

を
務
め
て
き
ま
し
た
。国
語
の
教
材
に
は
、

子
ど
も
の
心
を
揺
さ
ぶ
る
も
の
や
、感
動
を

与
え
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。特
に

詩
歌
で
は
、子
ど
も
の
心
に
響
く
言
葉
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。そ
し
て
、そ
の
言
葉

の
発
す
る
音
の
響
き
や
美
し
い
イ
メ
ー
ジ

は
、人
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
感
じ
方
に
違
い

が
あ
り
ま
す
。そ
の
人
に
と
っ
て
心
に
残
る

言
葉
に
い
つ
出
会
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

以
前
、「
峠
」と
い
う
詩
の
授
業
が
終
わ
っ

た
時
の
こ
と
で
す
。一
人
の
女
子
生
徒
が
、

「
こ
の
詩
が
と
て
も
心
に
残
り
ま
し
た
。こ
の

詩
に
出
会
え
て
よ
か
っ
た
で
す
。」と
言
っ
て

き
ま
し
た
。

「
峠
よ
、／
あ
れ
は
峠
だ
、と
呼
ん
で
も
う

幾
年
こ
え
な
い
人
が
／
向
こ
う
の
村
に
　
こ

ち
ら
の
村
に
住
ん
で
い
る
こ
と
だ
ろ
う
／
あ

れ
は
峠
だ
、と
　
朝
夕
こ
こ
ろ
に
呼
ん
で
」

�

（「
峠
」一部
抜
粋
　
作
者
　
石
垣
り
ん
）

こ
の
生
徒
に
と
っ
て
、こ
の
詩
に
出
会
っ

た
こ
と
は
、と
て
も
大
き
な
こ
と
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
。他
の
人
に
は
、何
も
感
じ
な
い

言
葉
も
あ
る
人
に
は
、心
に
響
く
言
葉
が
あ

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。だ
か
ら
、あ
る
言
葉

に
出
会
う
か
出
会
わ
な
い
か
で
は
、そ
の
人

の
人
生
を
よ
り
味
わ
い
深
い
も
の
に
す
る
か

し
な
い
か
、大
げ
さ
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、言
葉
と
は
そ
う
い
う
力
が
あ
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。

親
は
最
初
の
先
生
―
家
庭
で
の
言
葉

子
ど
も
に
と
っ
て
最
初
の
先
生
は
親
で

す
。言
葉
が
ま
だ
わ
か
ら
な
い
乳
幼
児
の
時

に
も
た
く
さ
ん
話
し
か
け
て
あ
げ
る
こ
と
は

子
ど
も
の
心
の
発
達
に
も
大
き
な
影
響
が

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。絵
本
の
読
み
聞

か
せ
も
大
切
で
す
。

お
し
ゃ
べ
り
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、

子
ど
も
は
、身
近
に
い
る
人
が
話
し
た
言
葉

を
そ
の
ま
ま
真
似
し
ま
す
。子
ど
も
同
士
で

遊
ん
で
い
る
時
、そ
っ
と
耳
を
す
ま
す
と
、

子
ど
も
は
、大
人
の
言
葉
を
真
似
し
て
話
し

て
い
ま
す
。周
り
の
大
人
が
、家
庭
で
話
し

て
い
る
言
葉
を
よ
く
聞
い
て
い
る
の
で
す
。

特
に
ご
っ
こ
遊
び
。お
母
さ
ん
役
の
我
が

子
が
、「
ち
ゃ
ん
と
お
片
付
け
で
き
な
い
の

ね
、何
度
い
っ
た
ら
わ
か
る
の
。早
く
し
て
。」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。そ
れ
は
、毎
日
の
よ

う
に
自
分
が
我
が
子
に
言
っ
て
い
る
言
葉
で

し
た
。だ
か
ら
、子
ど
も
が
幼
い
う
ち
は
、家

族
が
家
の
中
で
使
う
言
葉
は
大
事
だ
と
思

い
ま
す
。少
な
く
と
も
、私
達
身
近
に
い
る

大
人
は
、子
ど
も
の
前
で
は
、乱
暴
な
言
葉

や
相
手
を
傷
つ
け
る
よ
う
な
言
葉
は
絶
対

使
わ
な
い
で
い
き
た
い
も
の
で
す
。

親
に
言
わ
れ
て
嬉
し
か
っ
た
言
葉

「
が
ん
ば
っ
た
ね
」「
一
緒
に
が
ん
ば
ろ
う
」

「
よ
く
や
っ
た
ね
」「
す
ご
い
ね
」「
偉
か
っ
た

ね
」「
う
れ
し
い
よ
」「
応
援
し
て
る
よ
」「
い
っ

て
ら
っ
し
ゃ
い　
楽
し
ん
で
き
て
ね
」

親
に
言
わ
れ
て
嫌
だ
っ
た
言
葉

「
お
前
に
食
わ
せ
る
メ
シ
は
な
い
」「
一
人

で
や
れ
ば
？
」「
こ
ん
な
問
題
も
で
き
な
い

の
？
」「
ど
う
し
て
わ
か
ら
な
い
の
？
」「
お
姉

ち
ゃ
ん
は
で
き
た
の
に
…
…
」「
フ
ー
ン　
そ

う
な
ん
だ
…
…
だ
か
ら
？
」「
お
前
が
や
っ
た

ん
だ
ろ
う
」「
お
前
な
ん
か
い
ら
な
い
」

（「
さ
わ
や
か
県
民
プ
ラ
ザ
・
親
力
ア
ッ
プ
・

い
き
い
き
子
育
て
広
場
」よ
り
）

言
わ
れ
て
嬉
し
い
言
葉
は
、自
分
を
認
め

て
く
れ
た
り
、応
援
し
て
く
れ
る
言
葉
で
す
。

言
わ
れ
て
嫌
な
言
葉
は
そ
の
反
対
。そ
し
て

そ
の
言
葉
は
子
ど
も
の
心
を
傷
つ
け
、成
長

し
て
も
心
の
中
に
残
る
そ
う
で
す
。子
ど
も

の
自
己
肯
定
感
を
下
げ
る
こ
と
に
も
つ
な
が

る
の
で
、子
ど
も
に
か
け
る
言
葉
に
は
気
を

け
ま
し
ょ
う
。

心
に
響
く
言
葉

言
葉
は
不
思
議
で
す
。相
手
の
心
を
癒
す

こ
と
も
傷
つ
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。だ
っ

た
ら
、相
手
を
幸
せ
に
で
き
る
言
葉
を
使
い

た
い
も
の
で
す
。

下
の
子
が
３
歳
く
ら
い
の
時
、一
緒
に
お

風
呂
に
入
っ
て
い
た
時
の
こ
と
で
す
。疲
れ

て
い
た
私
は
、浮
か
な
い
顔
を
し
て
い
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。
仕
事
で
う
ま
く
い
か
な

か
っ
た
こ
と
で
も
考
え
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

娘
が
突
然
、「
お
か
あ
さ
ん
…
…
。あ
し

た
は
き
っ
と
い
い
こ
と
あ
る
よ
。」と
言
い
ま

し
た
。

子
ど
も
は
、親
を
よ
く
見
て
い
る
の
で
す
。

子
ど
も
は
、お
母
さ
ん
と
楽
し
く
お
風
呂
に

は
い
り
た
か
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。な

の
に
、私
は
、ぼ
ー
っ
と
し
て
い
て
子
ど
も
の

顔
を
見
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。私
は
、は
っ

と
し
ま
し
た
。子
ど
も
の
一
言
で
の
心
の
霧

が
ぱ
っ
と
晴
れ
ま
し
た
。子
ど
も
に
す
ま
な

い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、そ
れ
と

同
時
に
子
ど
も
の
口
か
ら
で
た
言
葉
の
も
つ

力
を
大
い
に
感
じ
ま
し
た
。

大
人
に
な
っ
た
娘
に
そ
の
話
を
す
る
と
、

そ
ん
な
こ
と
言
っ
た
か
な
と
冷
や
や
か
で
す

が
、今
で
も
こ
の
一
言
は
、私
の
心
の
中
に
響

い
て
い
て
、勇
気
を
与
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

シリーズ
NO.51

子
育
て
コ
ラ
ム

言
葉
は
人
の
心
の
中
で
生
き
て
い
く

家
庭
教
育
指
導
員

植
草
　
年
子
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行政からの
お知らせ

information

「
チ
ー
パ
ス
・
ス
マ
イ
ル
」

	

の
ご
紹
介

「
チ
ー
パ
ス
・
ス
マ
イ
ル
」と
は
、
結

婚
か
ら
妊
娠
・
出
産
、
子
育
て
ま
で
各

ス
テ
ー
ジ
で
必
要
な
情
報
を
発
信
す
る

た
め
、
千
葉
県
が
開
発
し
た
専
用
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
・
ア
プ
リ
で
す
。

山
武
市
の
結
婚
支
援
に
関
す
る
情
報

等
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

結
婚
支
援
に
つ
い
て

T　
企
画
政
策
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
３
２

チ
ー
パ
ス
・
ス
マ
イ
ル
に
つ
い
て

T　
千
葉
県
子
育
て
支
援
課

�

☎
０
４
３（
２
２
３
）２
５
８
９

H�https://chi-pass-sm
ile.pref.

chiba.lg.jp

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助

市
内
施
工
業
者
を
利
用
し
て
行
う
、

個
人
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
者

①
山
武
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
が

あ
り
、
市
内
に
居
住
し
て
い
る
方

②
世
帯
全
員
が
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な

い
方

対
象
住
宅　
市
内
の
自
ら
が
居
住
し
て

い
る
住
宅（
集
合
住
宅
等
は
個
人
専

有
部
分
・
店
舗
等
の
併
用
住
宅
は
個

人
住
宅
部
分
）

対
象
工
事

①
市
内
施
工
業
者
の
行
う
リ
フ
ォ
ー
ム

工
事
で
、
工
事
費
が
10
万
円（
消
費

税
を
除
く
）以
上
で
あ
る
も
の

②
他
の
補
助
制
度
と
の
併
用
が
な
い
も
の

③
令
和
４
年
２
月
末
日
ま
で
に
工
事
を

完
了
し
、
実
績
報
告
が
で
き
る
も
の

補
助
金
額　
補
助
対
象
費
用（
税
抜
工

事
費
）の
10
分
の
１（
上
限
20
万
円
）

申
込
受
付　
８
月
２
日
㈪
～
16
日
㈪

※
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん（
申
し
込

み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）。

そ
の
他

・
契
約
済
み
の
工
事
は
対
象
外
で
す
。

・
令
和
元
年
台
風
第
15
号
、
台
風
第
19

号
お
よ
び
10
月
25
日
の
大
雨
に
よ
る

被
害
箇
所
の
修
繕
工
事
は
対
象
外
で

す
。

・
補
助
は
同
一
世
帯
に
つ
い
て
１
回
限

り
で
す
。

・
本
事
業
に
つ
い
て
は
令
和
３
年
度
で

終
了
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

T　
都
市
整
備
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
９
２

農
地
の
管
理
を
お
願
い
し
ま
す

現
在
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
担

い
手
不
足
な
ど
に
よ
り
、
農
地
の
遊
休

化
が
進
ん
で
お
り
、
雑
草
等
で
荒
廃
し

て
い
る
農
地
が
増
え
て
い
ま
す
。

農
地
を
適
正
に
管
理
し
な
い
と
、
周

辺
農
地
に
迷
惑
を
か
け
た
り
、
不
法
投

棄
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
不
法
投
棄
さ
れ
た
ご
み
等
の

撤
去
費
用
は
、
投
棄
者
が
不
明
の
場
合

は
地
主
の
負
担
に
な
っ
て
し
ま
う
た

め
、
草
刈
り
等
を
し
て
農
地
の
保
全
・

管
理
に
努
め
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

T　
農
業
委
員
会
事
務
局

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
２
４
１

原
木
し
い
た
け
を
出
荷
等
す
る
に

は
放
射
能
物
質
検
査
が
必
要
で
す

東
日
本
大
震
災
以
降
、

山
武
市
で
生
産
さ
れ
た
原

木
し
い
た
け
は
出
荷
等
が

制
限
さ
れ
て
お
り
、
出
荷

等
を
す
る
た
め
に
は
千
葉

県
が
実
施
す
る
放
射
能
物
質
検
査
が
必

要
で
す
。
な
お
、
出
荷
等
に
は
販
売
の

ほ
か
譲
渡
も
含
ま
れ
ま
す
。

T　
農
政
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
２
１
３

農
地
の
違
反
転
用
は
、
絶
対
に

や
め
ま
し
ょ
う

①
農
地
法
の
許
可
を
受
け
ず
、
農
地
以

外
の
用
途
で
使
用
し
て
い
る
場
合

は
、
違
反
転
用
に
な
り
ま
す
。

②
農
地
を
埋
め
立
て
る
場
合
は
、
届
出

ま
た
は
、
許
可
が
必
要
で
す
。

③
違
反
転
用
し
た
事
業
者
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
土
地
所
有
者（
地
主
）に
も

厳
し
い
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。

◆
農
地
を
狙
っ
た「
甘
い
誘
い
」に
は
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
例
】

事
業
者　

�「
お
宅
の
畑
を
貸
し
て
太

陽
光
発
電
を
や
り
ま
せ
ん

か
？
」

地　
主　
「
い
い
で
す
よ
。」

こ
の
よ
う
な
場
合
、
正
規
の
手
続
き

を
せ
ず
に
貸
し
て
し
ま
う
と
…

・
土
地
所
有
者
と
し
て
処
罰
さ
れ
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

・
違
反
転
用
し
た
事
業
者
が
行
方
不
明

に
な
る
と
、
産
業
廃
棄
物
等
が
不
法

投
棄
さ
れ
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま

す
。（
そ
の
際
は
、
土
地
所
有
者
が
撤

去
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。）

転
用
の
計
画
が
あ
る
場
合
は
、
事
前

に
農
業
委
員
会
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

T　
農
業
委
員
会
事
務
局

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
２
４
１

暮
ら
し・環
境



11 広報さんむ2021.7月

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
都
市

日
常
生
活
で
で
き
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す

市
は
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
実
質
ゼ

ロ
を
目
指
す
た
め
、
昨
年
６
月
に
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
宣
言
し
ま
し
た
。

地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
、
日
常
生

活
の
中
で
実
施
で
き
る
取
り
組
み
を
紹

介
し
ま
す
。

山
武
郡
市
環
境
衛
生
組
合

ご
み
の
直
接
持
ち
込
み	

	
	

予
約
方
法
の
ご
案
内

山
武
郡
市
環
境
衛
生
組
合
で
は
、
４

月
１
日
よ
り
、
横
芝
光
町（
光
地
域
）の

搬
入
を
開
始
し
、
ご
み
の
直
接
持
ち
込

み
を
事
前
予
約
制「
搬
入
日
の
前
日（
直

前
の
土
曜
日
を
除
く
平
日
）に
予
約
」に

変
更
い
た
し
ま
し
た
。

※
予
約
が
な
い
場
合
は
、
搬
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

お
願
い　
混
雑
緩
和
の
た
め
、
指
定
袋

で
出
せ
る
も
の
は
集
積
所
、
粗
大
ご

み
は
自
宅
回
収
を
ご
利
用
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

搬
入
時
間　
午
前
９
～
11
時
・
午
後
１

～
４
時（
予
約
状
況
に
よ
り
、
ご
希

望
の
時
間
帯
に
搬
入
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
）

T　
山
武
郡
市
環
境
衛
生
組
合

�

☎
０
４
７
９（
８
６
）３
５
１
６

給
水
区
域
拡
張
の
お
知
ら
せ

山
武
地
区
の
給
水
区
域
が
拡
張
と
な

り
ま
し
た（
令
和
３
年
３
月
12
日
改
正
）。

○
給
水
区
域（
※
は
専
用
水
道
）

　

�

美
杉
野
１
丁
目
、美
杉
野
２
丁
目
、

美
杉
野
４
丁
目
、
沖
渡
、
木
原
、

森
、
矢
部
、
武
勝
、
植
草
お
よ
び

日
向
台
※
の
全
域　

　

�

埴
谷
、
戸
田
、
横
田
、
実
門
、
大

木
、
椎
崎
、
雨
坪
お
よ
び
下
布
田

の
各
一
部

T　
水
道
課

�

☎
０
４
７
５（
８
９
）３
６
４
７

７
月
は
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

強
調
月
間
で
す

第
71
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

～
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り

を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
～

「
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
」

は
、
犯
罪
や
非

行
の
防
止
と
罪

を
犯
し
た
人
た

ち
の
更
生
に
つ

い
て
理
解
を
深

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
あ
わ
せ

て
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
で
安
心

な
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運

動
で
す
。
再
犯
防
止
や
立
ち
直
り
の
支

援
に
は
、
地
域
社
会
の
一
人
一
人
の
理

解
と
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
支

援
の
輪
の
拡
大
を
目
指
す
も
の
で
す
。

山
武
市
に
お
い
て
も
、
７
月
の
１
カ

月
間
、
広
報
活
動
を
行
い
ま
す
。

T　
社
会
福
祉
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）２
６
１
２

夏
の
交
通
安
全
運
動

〜
交
差
点
　
青
で
も
左
右

�

確
認
を
〜

７
月
10
日
㈯

か
ら
19
日
㈪
ま

で
の
10
日
間
、

夏
の
交
通
安
全

運
動
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

こ
の
時
期
は
、

暑
さ
な
ど
に
よ

り
道
路
利
用
者
の
安
全
意
識
や
集
中
力

が
低
下
し
が
ち
に
な
り
ま
す
。加
え
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

か
ら
、
人
や
車
の
流
れ
が
予
測
し
に
く

い
こ
と
も
あ
り
、
重
大
交
通
事
故
の
発

生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

一
人
一
人
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、

お
互
い
に
思
い
や
り
を
持
っ
て
、
交
通

事
故
防
止
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

●
運
動
重
点

①
ゼ
ブ
ラ
・
ス
ト
ッ
プ（
横
断
歩
行
者

保
護
）の
徹
底

②
子
ど
も
と
高
齢
者
の
安
全
確
保

③
飲
酒
運
転
の
根
絶

④
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進（
ち
ば

サ
イ
ク
ル
ー
ル
の
広
報
）

T　
市
民
自
治
支
援
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
２
７
１

エアコンの省エネ行動 CO２削減量
（年間）

冷房温度を27℃から28℃に設定
（外気温度31℃、エアコン(2.2kW)を112日間〈1日9時間〉使用）

14.8kg

冷房時の工夫
・こまめにエアコンフィルターを清掃。
・ドアや窓の開閉は少なく。
・カーテンやすだれなどで室内への日差しをカット。
・室外機の上や吹き出し口に物を置かない。
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行政からの
お知らせ

information

地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

ダ
メ
・
ゼ
ッ
タ
イ
・
薬
物
乱
用

薬
物
の
乱
用
は

心
と
体
に
深
刻
な

影
響
を
お
よ
ぼ

し
、
不
安
や
被
害

妄
想
な
ど
の
精
神

症
状
や
、
脳
や
内

臓
の
機
能
不
全
な
ど
の
身
体
症
状
が
現

れ
ま
す
。

ま
た
、
妄
想
や
幻
覚
に
よ
っ
て
凶
悪

な
犯
罪
や
重
大
な
交
通
事
故
を
引
き
起

こ
す
こ
と
も
あ
る
た
め
、
違
法
薬
物
の

使
用
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

薬
物
は
持
っ
て
い
る
だ
け
で
も
重
罪

覚
せ
い
剤
や
大
麻
な
ど
の
薬
物
は
、

所
持
し
て
い
た
り
、
そ
れ
を
誰
か
に
渡

し
た
り
す
る
だ
け
で
も
法
律
に
よ
っ
て

厳
し
く
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

薬
物
を
勧
め
ら
れ
た
時
に
、
軽
い
気

持
ち
で
使
用
し
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
薬
物
を
受
け
取
ら
な
い
と
い
う

強
い
意
志
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、薬
物
を
勧
め
ら
れ
た
場
合
は
、

１
人
で
悩
ま
ず
に
家
族
や
友
人
、
お
近

く
の
警
察
署
な
ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

○
千
葉
県
警
察
本
部
薬
物
銃
器
対
策
課

　

�

☎
０
４
３（
２
０
１
）０
１
１
０

○
山
武
警
察
署
生
活
安
全
課

　

�

☎
０
４
７
５（
８
２
）０
１
１
０

ご
存
じ
で
す
か
？
労
働
委
員
会

～
個
別
的
労
使
紛
争
の
あ
っ
せ
ん
～

千
葉
県
労
働
委
員
会
で
は
、
個
々
の

労
働
者
と
使
用
者
の
間
で
生
じ
た
解

雇
・
パ
ワ
ハ
ラ
・
労
働
条
件
の
不
利
益

変
更
な
ど
の
労
働
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
に

つ
い
て
、
労
働
委
員
会
の
委
員
が
間
に

入
っ
て
、
双
方
の
歩
み
寄
り
に
よ
る
円

満
な
解
決
を
目
指
す「
個
別
的
労
使
紛

争
の
あ
っ
せ
ん
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

あ
っ
せ
ん
は
無
料
で
、
労
働
者
、
使

用
者
ど
ち
ら
か
ら
で
も
申
請
で
き
ま

す
。
あ
っ
せ
ん
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

S�
・
T　
千
葉
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
（
千
葉
県
庁
南
庁
舎
７
階
）

�
☎
０
４
３（
２
２
３
）３
７
３
５

若
者
就
労
支
援
機
関

ち
ば
南
東
部
地
域	

	
	

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ち
ば
南
東
部
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン（
通
称
サ
ポ
ス
テ
）は
、
働

く
こ
と
に
踏
み
出
し
た
い
15
～
49
歳
ま

で
の
本
人
や
ご
家
族
を
対
象
に
就
労
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

期　

日　

７
月
21
日
㈬
・
８
月
27
日

㈮
・
９
月
24
日
㈮
・
10
月
22
日
㈮
・

11
月
26
日
㈮
・
12
月
24
日
㈮
・
１
月

28
日
㈮
・
２
月
25
日
㈮
・
３
月
25
日

㈮
時　
間　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

30
分

場　
所　
山
武
市
役
所
本
庁
舎
１
階　

第
１
会
議
室
ま
た
は
第
２
会
議
室

※
予
約
は
月
～
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

�

☎
０
４
７
５（
２
３
）５
５
１
５

H�https://chibanantosaposute.com
m
chiba-nantou@

m
ail.o-hara.ac.jp

令
和
３
年
度「
全
国
安
全
週
間
」

令
和
３
年
度「
全
国
安
全
週
間
」が
７

月
１
日
か
ら
７
月
７
日
ま
で
実
施
さ
れ

ま
す
。

「
全
国
安
全
週
間
」は
、
職
場
に
お
け

る
安
全
意
識
の
高
揚
と
安
全
活
動
の
定

着
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
、

今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

『
持
続
可
能
な
安
全
管
理

　
　
未
来
へ
つ
な
ぐ
安
全
職
場
』

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
働
く
高

齢
者
の
増
加
等
の
就
業
構
造
の
変
化
や

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
に
伴
う
社
会
情
勢
の
変
化
等
に
対

応
し
、
将
来
を
見
据
え
た
持
続
可
能
な

安
全
管
理
を
進
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

詳
細
は
、
千
葉
労
働
局
健
康
安
全
課

　
〈
☎
０
４
３（
２
２
１
）４
３
１
２
〉

ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
厚
生

労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

H�https://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/stf/

new
page_17450.htm

l

緑
の
募
金
に
ご
協
力
お
願
い
し

ま
す

「
緑
の
募
金
」は
、
森
林
を
再
生
、
回

復
さ
せ
る
た
め
、
植
樹
運
動
や
普
及
啓

発
活
動
に
役
立
た
れ
て
い
ま
す
。
皆
様

の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

募
金
箱
設
置
場
所
：
市
役
所
農
政
課
、

各
出
張
所

T　
農
政
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
２
１
３


